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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置との間で無線通信が可能な撮像装置であって、
　メイン電源をオフした状態において、前記端末装置との間の無線通信が可能になったこ
とを検出してメイン電源をオン状態に移行させる第１の電源制御手段と、
　前記第１の電源制御手段によって前記メイン電源がオン状態に移行された場合に、撮影
に関する所定動作を実行する撮影制御手段と、
　前記撮影制御手段によって前記撮影に関する所定動作が実行された後に、前記端末装置
との間の無線通信ができなくなったことを検出した場合には、前記メイン電源をオフ状態
に移行させる第２の電源制御手段と、を備え、
　前記第１の電源制御手段は、メイン電源をオフした状態において、予め登録した前記端
末装置との間の無線通信が可能になったことを検出した場合にメイン電源をオン状態に移
行させ、予め登録していない前記端末装置との間の無線通信が可能になったことを検出し
た場合にはメイン電源をオン状態に移行させないよう制御し、更に、前記予め登録してい
ない前記端末装置との間の無線通信が可能になったことを検出した場合にメイン電源をオ
ン状態に移行させるか否かを予め設定可能である、
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記撮影に関する所定動作は、撮影して撮影画像を記録する撮影動作と、記録された撮
影画像を外部に送信する送信動作を含み、
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　前記撮影制御手段は、前記撮影に関する所定動作の初回の実行または前回実行した動作
の内容が送信動作だった場合には、今回の所定動作として撮影動作を実行し、
　前記撮影に関する所定動作の前回実行した動作の内容が撮影動作だった場合には、今回
の所定動作として送信動作を実行する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記撮影制御手段は、未送信の画像データがない場合は、今回の撮影に関する所定動作
として撮影動作を実行し、未送信の画像データがある場合は、今回の撮影に関する所定動
作として送信動作を実行する、
　ことを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記撮影制御手段は、前記第１の電源制御手段によって前記メイン電源がオン状態に移
行された後、前記端末装置との間の無線通信の電波強度が所定以上になったことを検出し
た場合に撮影に関する所定動作を実行する、
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の撮像装置と、前記端末装置とを含む撮影システ
ムであって、
　前記端末装置は、被写体とともに移動し、
　前記撮像装置は、前記端末装置と前記撮像装置との近接により、前記端末装置との間の
無線通信が可能になったことを検出して前記撮像装置のメイン電源をオン状態に移行させ
る、
　ことを特徴とする撮影システム。
【請求項６】
　前記端末装置は、前記端末装置と前記撮像装置との近接により、前記撮像装置との間の
無線通信が可能になったことを検出して前記端末装置のメイン電源をオン状態に移行させ
る、
　ことを特徴とする請求項５に記載の撮影システム。
【請求項７】
　被写体とともに移動する端末装置と撮像装置を含む撮影システムであって、
　前記撮像装置は、
　無線通信手段以外のメイン電源をオフした状態において、前記端末装置との距離が所定
以下になったことを検出してメイン電源をオン状態に移行させ、
　前記メイン電源をオン状態に移行させた後に、撮影に関する所定動作を実行し、
　前記撮影に関する所定動作が実行された後に、前記端末装置との距離が所定以上になっ
たことを検出した場合には、前記メイン電源をオフ状態に移行させ、
　前記撮像装置は、メイン電源をオフした状態において、予め登録した前記端末装置との
間の無線通信が可能になったことを検出した場合にメイン電源をオン状態に移行させ、予
め登録していない前記端末装置との間の無線通信が可能になったことを検出した場合には
メイン電源をオン状態に移行させないよう制御し、更に、前記予め登録していない前記端
末装置との間の無線通信が可能になったことを検出した場合にメイン電源をオン状態に移
行させるか否かを予め設定可能である、
　ことを特徴とする撮影システム。
【請求項８】
　端末装置との間で無線通信が可能な撮像装置で実行される電源管理方法であって、
　メイン電源をオフした状態において、前記端末装置との間の無線通信が可能になったこ
とを検出してメイン電源をオン状態に移行させる第１の電源制御処理と、
　前記第１の電源制御処理によって前記メイン電源がオン状態に移行された場合に、撮影
に関する所定動作を実行する撮影制御処理と、
　前記撮影制御処理によって前記撮影に関する所定動作が実行された後に、前記端末装置
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との間の無線通信ができなくなったことを検出した場合には、前記メイン電源をオフ状態
に移行させる第２の電源制御処理と、を含み、
　前記第１の電源制御処理は、メイン電源をオフした状態において、予め登録した前記端
末装置との間の無線通信が可能になったことを検出した場合にメイン電源をオン状態に移
行させ、予め登録していない前記端末装置との間の無線通信が可能になったことを検出し
た場合にはメイン電源をオン状態に移行させないよう制御し、更に、前記予め登録してい
ない前記端末装置との間の無線通信が可能になったことを検出した場合にメイン電源をオ
ン状態に移行させるか否かを予め設定可能であることを特徴とする電源管理方法。
【請求項９】
　端末装置との間で無線通信が可能な撮像装置を制御するコンピュータに、
　メイン電源をオフした状態において、前記端末装置との間の無線通信が可能になったこ
とを検出してメイン電源をオン状態に移行させる第１の電源制御機能と、
　前記第１の電源制御機能によって前記メイン電源がオン状態に移行された場合に、撮影
に関する所定動作を実行する撮影制御機能と、
　前記撮影制御機能によって前記撮影に関する所定動作が実行された後に、前記端末装置
との間の無線通信ができなくなったことを検出した場合には、前記メイン電源をオフ状態
に移行させる第２の電源制御機能と、
　を実現させ、更に、
　前記第１の電源制御機能は、メイン電源をオフした状態において、予め登録した前記端
末装置との間の無線通信が可能になったことを検出した場合にメイン電源をオン状態に移
行させ、予め登録していない前記端末装置との間の無線通信が可能になったことを検出し
た場合にはメイン電源をオン状態に移行させないよう制御し、更に、前記予め登録してい
ない前記端末装置との間の無線通信が可能になったことを検出した場合にメイン電源をオ
ン状態に移行させるか否かを予め設定可能であることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置、撮影システム、電源管理方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、被写体と共に移動する端末装置から発せられる無線信号を受信した撮像装置
が、その無線信号を検出したタイミングで撮像を行うことにより、適切なタイミングで被
写体を撮影することを可能にした撮像システムの技術が知られている（特許文献１参照）
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－２２５８３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した特許文献１に記載される技術においては、撮影頻度が少ない場
合等の理由から消費電力を考慮していなかった。
【０００５】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、消費電力を考慮して、適切な
タイミングで被写体を撮影することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明の一態様の撮像装置は、
　端末装置との間で無線通信が可能な撮像装置であって、
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　メイン電源をオフした状態において、前記端末装置との間の無線通信が可能になったこ
とを検出してメイン電源をオン状態に移行させる第１の電源制御手段と、
　前記第１の電源制御手段によって前記メイン電源がオン状態に移行された場合に、撮影
に関する所定動作を実行する撮影制御手段と、
　前記撮影制御手段によって前記撮影に関する所定動作が実行された後に、前記端末装置
との間の無線通信ができなくなったことを検出した場合には、前記メイン電源をオフ状態
に移行させる第２の電源制御手段と、を備え、
　前記第１の電源制御手段は、メイン電源をオフした状態において、予め登録した前記端
末装置との間の無線通信が可能になったことを検出した場合にメイン電源をオン状態に移
行させ、予め登録していない前記端末装置との間の無線通信が可能になったことを検出し
た場合にはメイン電源をオン状態に移行させないよう制御し、更に、前記予め登録してい
ない前記端末装置との間の無線通信が可能になったことを検出した場合にメイン電源をオ
ン状態に移行させるか否かを予め設定可能である、
　ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、消費電力を考慮して、適切なタイミングで被写体を撮影することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施形態に係る撮影システムＳのシステム構成を示すシステム構成図
である。
【図２】本発明の一実施形態に係る撮像装置１及び携帯端末２のハードウェアの構成を示
すブロック図である。
【図３】図２の撮像装置１の機能的構成のうち、撮影処理を実行するための機能的構成を
示す機能ブロック図である。
【図４】図３の機能的構成を有する図２の撮像装置１が実行する撮影処理の流れを説明す
るフローチャートである。
【図５】通信部２０－１によるＢＬＥ接続判定処理の流れを説明するフローチャートであ
る。
【図６】通信部２０－１によるＢＬＥ切断判定処理の流れを説明するフローチャートであ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態について、図面を用いて説明する。
【００１０】
　図１は、本発明の一実施形態に係る撮影システムＳのシステム構成を示すシステム構成
図である。
　撮影システムＳは、図１に示すように、撮像装置１と、携帯端末２とを含む。
　撮像装置１は、撮影機能と、携帯端末２と間で通信可能な通信機能を有する。
　携帯端末２は、撮像装置１と間で通信可能な通信機能を有する。本実施形態においては
、撮像装置１と携帯端末２は、近距離の無線通信であるＢＬＥ（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　Ｌ
ｏｗ　Ｅｎｅｒｇｙ（登録商標））通信を行う。
【００１１】
　撮影システムＳは、例えば、携帯端末２をマラソンランナーＨに保持させ、マラソンコ
ースＣに定点的に複数の撮像装置１Ａ，１Ｂ，１Ｃ・・・を配置して、撮像装置１におい
て携帯端末２との間でと通信が確立した場合に、撮影を行うように構成する。即ち、撮像
装置１と、携帯端末２との通信範囲内に入った場合には、近距離通信であることが保証さ
れ、画角内に携帯端末２を保持するマラソンランナーＨが入ることになり、携帯端末２を
保持するマラソンランナーＨを撮影することができる。
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【００１２】
　また、撮像装置１においては、携帯端末２との通信が確立しない状態においては、通信
機能以外の機能をＯＦＦしておくことで、電力消費を抑える。
【００１３】
　さらに、本機能を搭載した撮像装置１を持ったユーザが携帯端末２を保持した所望のマ
ラソンランナーＨの近くに行くことで、確実にマラソンランナーＨが含まれた画像を自動
的に撮影することができる。
【００１４】
　図２は、本発明の一実施形態に係る撮像装置１及び携帯端末２のハードウェアの構成を
示すブロック図である。
　撮像装置１は、例えば、デジタルカメラとして構成される。
【００１５】
　撮像装置１は、図２に示すように、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　
Ｕｎｉｔ）１１と、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１２と、ＲＡＭ（Ｒａ
ｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１３と、バス１４と、入出力インターフェース
１５と、撮像部１６と、入力部１７と、出力部１８と、記憶部１９と、通信部２０と、ド
ライブ２１と、電源部２２と、を備えている。
【００１６】
　ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１２に記録されているプログラム、又は、記憶部１９からＲＡＭ
１３にロードされたプログラムに従って各種の処理を実行する。
【００１７】
　ＲＡＭ１３には、ＣＰＵ１１が各種の処理を実行する上において必要なデータ等も適宜
記憶される。
【００１８】
　ＣＰＵ１１、ＲＯＭ１２及びＲＡＭ１３は、バス１４を介して相互に接続されている。
このバス１４にはまた、入出力インターフェース１５も接続されている。入出力インター
フェース１５には、撮像部１６、入力部１７、出力部１８、記憶部１９、通信部２０、ド
ライブ２１及び電源部２２が接続されている。
【００１９】
　撮像部１６は、図示はしないが、光学レンズ部と、イメージセンサと、を備えている。
【００２０】
　光学レンズ部は、被写体を撮影するために、光を集光するレンズ、例えばフォーカスレ
ンズやズームレンズ等で構成される。
　フォーカスレンズは、イメージセンサの受光面に被写体像を結像させるレンズである。
ズームレンズは、焦点距離を一定の範囲で自在に変化させるレンズである。
　光学レンズ部にはまた、必要に応じて、焦点、露出、ホワイトバランス等の設定パラメ
ータを調整する周辺回路が設けられる。
【００２１】
　イメージセンサは、光電変換素子や、ＡＦＥ（Ａｎａｌｏｇ　Ｆｒｏｎｔ　Ｅｎｄ）等
から構成される。
　光電変換素子は、例えばＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉ
ｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）型の光電変換素子等から構成される。光電変換素子
には、光学レンズ部から被写体像が入射される。そこで、光電変換素子は、被写体像を光
電変換（撮像）して画像信号を一定時間蓄積し、蓄積した画像信号をアナログ信号として
ＡＦＥに順次供給する。
　ＡＦＥは、このアナログの画像信号に対して、Ａ／Ｄ（Ａｎａｌｏｇ／Ｄｉｇｉｔａｌ
）変換処理等の各種信号処理を実行する。各種信号処理によって、ディジタル信号が生成
され、撮像部１６の出力信号として出力される。
　このような撮像部１６の出力信号を、以下、「撮像画像のデータ」と呼ぶ。撮像画像の
データは、ＣＰＵ１１や図示しない画像処理部等に適宜供給される。
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【００２２】
　入力部１７は、各種釦等で構成され、ユーザの指示操作に応じて各種情報を入力する。
　出力部１８は、ディスプレイやスピーカ等で構成され、画像や音声を出力する。
　記憶部１９は、ハードディスク或いはＤＲＡＭ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等で構成され、各種画像のデータを記憶する。
【００２３】
　通信部２０は、ＢＬＥの通信規格に基づいた通信方式で外部装置（本実施形態において
は、携帯端末２）との間で行う通信を制御する。
【００２４】
　ドライブ２１には、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、或いは半導体メモリ
等よりなる、リムーバブルメディア３１が適宜装着される。ドライブ２１によってリムー
バブルメディア３１から読み出されたプログラムは、必要に応じて記憶部１９にインスト
ールされる。また、リムーバブルメディア３１は、記憶部１９に記憶されている画像のデ
ータ等の各種データも、記憶部１９と同様に記憶することができる。
【００２５】
　電源部２２は、各部を機能させるための電源を供給するものであり、通信部２０を機能
させるための電源であるサブ電源と、通信部２０以外の主要部を機能させるための電源で
あるメイン電源とを独立して別々にＯＮ／ＯＦＦすることができる。
【００２６】
　携帯端末２は、少なくとも、ＣＰＵ１１乃至入出力インターフェース１５及び通信部２
０を備える。撮像装置１と携帯端末２のＣＰＵ１１乃至入出力インターフェース１５及び
通信部２０は、撮像装置１と同一のハードウェア構成であるため、説明を省略する。
　以下において、撮像装置１と携帯端末２の別を説明する場合には、撮像装置１の場合に
は、符号の末尾に「－１」を付し、携帯端末２の場合には、符号の末尾に「－２」を付す
。即ち、撮像装置１の場合には、ＣＰＵ１１－１乃至リムーバブルメディア３１－１とし
、携帯端末２の場合には、ＣＰＵ１１－２乃至通信部２０－２として説明を行う。
【００２７】
　図３は、図２の撮像装置１の機能的構成のうち、撮影処理を実行するための機能的構成
を示す機能ブロック図である。
　撮影処理とは、一定上のＢＬＥの受信強度である場合に撮影を行い、その後、電源をＯ
ＦＦし、未送信の画像データがある場合には、送信後に電源をＯＦＦして接続待機状態と
なる一連の処理をいう。
【００２８】
　撮影処理を実行する場合には、図３に示すように、ＣＰＵ１１－１において、通信制御
部５１ａと、電源制御部５２ａと、撮影制御部５３と、が機能し、通信部２０－１におい
て、通信制御部５１ｂと、電源制御部５２ｂと、が機能する。
　また、記憶部１９－１の一領域には、画像記憶部７１が設定される。
　画像記憶部７１には、画像データが記憶される。
【００２９】
　通信部２０－１は、電源部２２から通信用電源の供給を受けて動作し、外部装置や携帯
端末２との間の通信接続（ＢＬＥ接続）を制御するとともに、通信制御部５１ｂからの要
求に応じて各種データの送受信を行う。また、通信部２０－１は、通信接続の制御状態に
応じて電源部２２のメイン電源のＯＮ（ＯＦＦ）も制御する。
【００３０】
　通信制御部５１ａは、通信部２０－１が確立した通信接続を利用して、外部装置や携帯
端末２との間で画像データ等の各種データの送受信を行うように通信部２０－１を制御す
る。
　具体的には、通信部２０－１（通信制御部５１ｂ）は、アドバタイジングパケットを送
信し、携帯端末２から応答があった場合に、携帯端末２と通信接続（ＢＬＥ接続）する。
また、通信部２０－１（通信制御部５１ｂ）は、携帯端末２との間で所定時間通信がない
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場合は、通信接続（ＢＬＥ接続）を切断する。
【００３１】
　また、通信部２０－１（電源制御部５２ｂ）は、設定されている起動モード（ペアリン
グ起動／非ペアリング起動）を判定してメイン電源のＯＮ（ＯＦＦ）を制御する。
　また、通信制御部５１ｂは、通信部２０－１でのＢＬＥの強度（所定以上の強度）、未
送信の画像データの有無等の各種の判定を行うことができる。
【００３２】
　また、通信部２０－１（電源制御部５２ｂ）は、通信接続の制御状態に応じてメイン電
源をＯＮ／ＯＦＦするように電源部２２－１を制御する。具体的には、通信部２０－１は
、例えば、携帯端末２と通信接続した場合に、メイン電源をＯＮする。
　また、通信部２０－１（電源制御部５２ｂ）は、通信部２０－１が通信接続を切断した
場合に、メイン電源をＯＦＦするように電源部２２－１を制御することができる。
　即ち、メイン電源がＯＦＦ状態での制御が必要な通信制御（低レベルの通信制御）や電
源制御（メイン電源のＯＮ）は通信部２０－１が内蔵する通信制御部５１ｂと電源制御部
５２ｂにより制御され、メイン電源がＯＮ状態で制御する通信制御（上位レベルの通信制
御）や電源制御（電源ＯＦＦ）はＣＰＵ１１－１が内蔵する通信制御部５１ａと電源制御
部５２ａにより制御される。
【００３３】
　撮影制御部５３は、撮影を行うように撮像部１６－１を制御する。具体的には、撮影制
御部５３は、ＢＬＥの強度が所定の強度以上であった場合に、撮影を行うように撮像部１
６－１を制御する。
【００３４】
　図４は、図３の機能的構成を有する図２の撮像装置１が実行する撮影処理の流れを説明
するフローチャートである。
　撮影処理は、ユーザによる入力部１７－１への撮影処理開始の操作により開始される。
撮像装置１では、電源ＯＮされるまでの間は、通信部２０－１以外の電源がＯＦＦされて
いる状態となっている。
【００３５】
　ステップＳ１１において、通信部２０－１（通信制御部５１ｂ）は、ＢＬＥ接続判定処
理を実行する。ＢＬＥ接続判定処理の結果、携帯端末２から応答があった場合に、携帯端
末２とＢＬＥ接続が行われる。なお、ＢＬＥ接続判定処理の流れについては後述する。
【００３６】
　ステップＳ１２において、通信部２０－１（通信制御部５１ｂ）は、携帯端末２と接続
しているか否かを判定する。
　携帯端末２と接続していない場合には、ステップＳ１２においてＮＯと判定されて、処
理はステップＳ１１に戻る。
　これに対して、携帯端末２と接続している場合には、ステップＳ１２においてＹＥＳと
判定されて、処理はステップＳ１３に進む。
【００３７】
　ステップＳ１３において、通信部２０－１（電源制御部５２ｂ）は、設定されている起
動モードを判定する。
　具体的には、起動モードがペアリング状態でのみ起動するペアリング起動か、ペアリン
グ状態でなくても起動する非ペアリング起動か否かを判定する。ペアリング起動の場合、
ペアリングを行った特定の携帯端末２のみにしか起動状態とならないため、電力消費を抑
えることができ、ペアリングにより把握している携帯端末２に反応した動作しか行われな
いため、セキュリティ等が高い。一方で、非ペアリング起動の場合、不特定多数の携帯端
末２に対して動作してしまうことになるが、例えば、多くの人がペアリングの操作なしで
本機能を利用することができる。
　起動モードが非ペアリング起動の場合には、ステップＳ１３において［非ペアリング起
動］と判定されて、処理はステップＳ１５に進む。



(8) JP 6809090 B2 2021.1.6

10

20

30

40

50

　これに対して、起動モードがペアリング起動の場合には、ステップＳ１３において［ペ
アリング起動］と判定されて、処理はステップＳ１４に進む。
【００３８】
　ステップＳ１４において、通信部２０－１（通信制御部５１ｂ）は、ペアリング済みの
相手（携帯端末２）であるか否かを判定する。
　ペアリング済みの相手でない場合には、ステップＳ１４においてＮＯと判定されて、処
理はステップＳ１１に戻る。
　これに対して、ペアリングの済み相手である場合には、ステップＳ１４においてＹＥＳ
と判定されて、処理はステップＳ１５に進む。
【００３９】
　ステップＳ１５において、通信部２０－１（電源制御部５２ｂ）は、メイン電源をＯＮ
するように電源部２２－１を制御する。
【００４０】
　メイン電源がＯＮされると、ＣＰＵ１１－１の撮影制御部５３や通信制御部５１ａの動
作が可能な状態になる。
　ステップＳ１６において、撮影制御部５３は、動作モードを判定する。動作モードのう
ち、撮影のみを行う撮影モードと、撮影と条件によって撮影した画像を送信する撮影＆送
信モードとを判定する。
　撮影＆送信モードの場合には、ステップＳ１６において［撮影＆送信モード］と判定さ
れて、処理はステップＳ１７に進む。
　これに対して、撮影モードの場合には、ステップＳ１６において［撮影モード］と判定
されて、処理はステップＳ１８に進む。
【００４１】
　ステップＳ１７において、通信制御部５１ａは、未送信の画像データがあるか否かを判
定する。
　未送信の画像データがない場合には、ステップＳ１７においてＮＯと判定されて、処理
はステップＳ１８に進む。
【００４２】
　ステップＳ１８において、通信制御部５１ａは、通信部２０－１でのＢＬＥの強度を判
定する。
【００４３】
　ステップＳ１９において、通信制御部５１ａは、所定以上のＢＬＥの強度であったか否
かを判定する。
　所定以上のＢＬＥの強度でなかった場合には、ステップＳ１９においてＮＯと判定され
て、処理はステップＳ２１に進む。
　これに対して、所定以上のＢＬＥの強度であった場合には、ステップＳ１９においてＹ
ＥＳと判定されて、処理はステップＳ２０に進む。
【００４４】
　ステップＳ２０において、撮影制御部５３は、撮影を行うように撮像部１６－１を制御
する。撮影した画像は、送信ステータスと共に画像記憶部７１に記憶される。即ち、撮影
した画像は、現状では未送信の送信ステータスとして画像記憶部７１に記憶される。
【００４５】
　ステップＳ２１において、通信部２０－１（通信制御部５１ｂ）は、ＢＬＥ切断判定処
理を実行する。ＢＬＥ切断判定処理の結果、携帯端末２との間で所定時間通信がない場合
は、ＢＬＥ接続を切断する。なお、ＢＬＥ切断判定処理の流れについては後述する。
【００４６】
　ステップＳ２２において、通信制御部５１ｂは、通信部２０－１が携帯端末２とのＢＬ
Ｅ接続を切断したか否かを判定する。
　ＢＬＥ接続を切断しない場合には、ステップＳ２２においてＮＯと判定されて、処理は
ステップＳ１８に戻る。
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　これに対して、ＢＬＥ接続を切断した場合には、ステップＳ２２においてＹＥＳと判定
されて、処理はステップＳ２７に進む。
【００４７】
　これに対して、未送信の画像データがある場合には、ステップＳ１７においてＹＥＳと
判定されて、処理はステップＳ２３に進む。
【００４８】
　ステップＳ２３において、通信制御部５１ａは、画像データを携帯端末２に送信するよ
うに通信部２０－１を制御する。
【００４９】
　ステップＳ２４において、通信部２０－１（通信制御部５１ｂ）は、ＢＬＥ切断判定処
理を実行する。ＢＬＥ切断判定処理の結果、携帯端末２との間で所定時間通信がない場合
は、ＢＬＥ接続を切断する。
【００５０】
　ステップＳ２５において、通信制御部５１ｂは、通信部２０－１が携帯端末２とのＢＬ
Ｅ接続を切断したか否かを判定する。
　ＢＬＥ接続を切断した場合には、ステップＳ２５においてＹＥＳと判定されて、処理は
ステップＳ２７に進む。
　これに対して、ＢＬＥ接続を切断しない場合には、ステップＳ２５においてＮＯと判定
されて、処理はステップＳ２６に進む。
【００５１】
　ステップＳ２６において、通信制御部５１ａは、携帯端末２への画像データの送信を完
了したか否かを判定する。
　送信が完了していない場合には、ステップＳ２６においてＮＯと判定されて、処理はス
テップＳ２３に戻る。
　これに対して、送信が完了した場合には、ステップＳ２６においてＹＥＳと判定されて
、処理はステップＳ２７に進む。
【００５２】
　ステップＳ２７において、電源制御部５２ｂは、メイン電源をＯＦＦするように電源部
２２－１を制御する。
【００５３】
　ステップＳ２８において、ＣＰＵ１１－１は、処理が終了したか否かを判定する。
　処理が終了しない場合には、ステップＳ２８においてＮＯと判定されて、処理はステッ
プＳ１１に戻る。
　これに対して、処理が終了した場合には、ステップＳ２８においてＹＥＳと判定されて
、撮影処理を終了する。
【００５４】
　図５は、通信部２０－１によるＢＬＥ接続判定処理の流れを説明するフローチャートで
ある。
【００５５】
　ステップＳ４１において、通信部２０－１（通信制御部５１ｂ）は、アドバタイジング
パケットを送信する。
【００５６】
　ステップＳ４２において、通信部２０－１（通信制御部５１ｂ）は、携帯端末２から応
答があったか否かを判定する。
　応答がない場合には、ステップＳ４２においてＮＯと判定されて、ＢＬＥ接続判定処理
を終了する。
　これに対して、応答があった場合には、ステップＳ４２においてＹＥＳと判定されて、
処理はステップＳ４３に進む。
【００５７】
　ステップＳ４３において、通信部２０－１（通信制御部５１ｂ）は、携帯端末２との間
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でＢＬＥの通信接続をする。その後、ＢＬＥ接続判定処理は終了する。
【００５８】
　図６は、通信部２０－１によるＢＬＥ切断判定処理の流れを説明するフローチャートで
ある。
【００５９】
　ステップＳ６１において、通信部２０－１（通信制御部５１ｂ）は、携帯端末２と通信
がない状態が所定時間以上経過したか否かを判定する。
　通信がない状態が所定時間以上経過しない場合には、ステップＳ６１においてＮＯと判
定されて、ＢＬＥ切断判定処理を終了する。
　これに対して、通信がない状態が所定時間以上経過した場合には、ステップＳ６１にお
いてＹＥＳと判定されて、処理はステップＳ６２に進む。
【００６０】
　ステップＳ６２において、通信部２０－１（通信制御部５１ｂ）は、通信切断する。そ
の後、ＢＬＥ切断判定処理は終了する。
【００６１】
　従来技術では、カメラに触れずに撮影をする機能として、
　（１）カメラの画像処理による撮影トリガ（モーションシャッタ）を用いる方法や、
　（２）Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）　Ｓｍａｒｔであらかじめペアリングしておき
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）端末からの信号でカメラを起動させる方法があった。
　しかし、例えば、マラソンの撮影など、被写体の撮影チャンスが少なく、ほとんどが待
機となるような撮影シーンにおいて、（１）は、（イメージセンサによる検出をするため
）待機中にカメラをオンし続ける必要がある。（２）は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標
）端末から、カメラへの撮影トリガの送信が必要で、通信を開始するまでに時間がかかり
撮影チャンスをのがしてしまう、という問題点があった。
【００６２】
　そこで、本実施形態の撮影システムＳでは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）による接
続、切断によってカメラの動作を制御する。
　これにより、撮影システムＳでは、特殊なデータ通信をすることなく、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ（登録商標）で接続するだけでカメラの動作を制御できるので、タイムラグを短縮で
き、動いていて通過していくような被写体でもタイミングを逃すことなく撮影することが
できる。
　この場合、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）としたが、無線通信であればよく手段は問
わずに構成することができる。
・Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）であらかじめペアリングしておくと、特定のＢｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）端末（ランナー）が近づいてきたときのみカメラをオンして撮影
するように構成することができる。
・Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）でペアリングしなければ、不特定のＢｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ（登録商標）端末が応答を返してくるので、不特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）
端末（ランナー）が近づいてきたときにカメラがオンして撮影するように構成することが
できる。
【００６３】
　以上のように構成される撮影システムＳは、携帯端末２と、当該携帯端末２と無線通信
を行う撮像装置１を含む。
　撮影システムＳでは、撮像装置１において、通信部２０－１に供給するサブ電源（通信
接続などの低レベルの通信制御やメイン電源をＯＮするために必要な電源）以外のメイン
電源をオフした状態において、携帯端末２との間の無線通信が可能になったことを検出し
てメイン電源をオン状態に移行させ、メイン電源をオン状態に移行させた後に、撮影に関
する所定動作を実行し、撮影に関する所定動作が実行された後に、携帯端末２との間の無
線通信ができなくなったことを検出した場合には、メイン電源をオフ状態に移行させる。
　これにより、撮影システムＳにおいては、消費電力を考慮して、適切なタイミングで被



(11) JP 6809090 B2 2021.1.6

10

20

30

40

50

写体を撮影することができる。つまり、目的とする被写体を適切に撮影し、かつ、より消
費電力が少なくなるようなタイミングで撮影や電源のＯＮ／ＯＦＦを制御することができ
る。
【００６４】
　撮影に関する所定動作は、撮影して撮影画像を記録する撮影動作と、記録された撮影画
像を外部に送信する送信動作を含む。
　撮影システムＳでは、撮像装置１において、撮影に関する所定動作の初回の実行または
前回実行した動作の内容が送信動作だった場合には、今回の所定動作として撮影動作を実
行し、撮影に関する所定動作の前回実行した動作の内容が撮影動作だった場合には、今回
の所定動作として送信動作を実行する。
　これにより、撮影システムＳにおいては、撮影した撮影画像を外部に送信するような場
合であっても、より消費電力を少なく、かつ、より適切なタイミングで被写体の撮影や撮
影画像の送信を行うことができる。
【００６５】
　撮影システムＳでは、撮像装置１において、未送信の画像データがない場合は、今回の
撮影に関する所定動作として撮影動作を実行し、未送信の画像データがある場合は、今回
の撮影に関する所定動作として送信動作を実行する。
　これにより、撮影システムＳにおいては、撮影した撮影画像を外部に送信する場合にお
いて、より消費電力を少なく、かつ、未送信画像を確実に外部に送信することができる。
【００６６】
　撮影システムＳでは、携帯端末２は、被写体とともに移動する。
　また、撮像装置１は、携帯端末２との近接により、携帯端末２との間の無線通信が可能
になったことを検出して撮像装置１のメイン電源をオン状態に移行させる。
　これにより、撮影システムＳでは、撮像装置１と携帯端末２との近接を契機に、撮像装
置１におけるその後の撮影等の動作を行うことができる。
【００６７】
　携帯端末２は、携帯端末２と撮像装置１との近接により、撮像装置１との間の無線通信
が可能になったことを検出して携帯端末２のメイン電源をオン状態に移行させる。
　これにより、撮影システムＳでは、撮像装置１と携帯端末２との近接を契機に、携帯端
末２におけるその後の動作を行うことができる。
【００６８】
　撮像装置１は、携帯端末２と、当該携帯端末２との間で無線通信が可能に構成される。
　また、撮像装置１は、電源制御部５２ｂと、撮影制御部５３及び通信制御部５１ａと、
電源制御部５２ａと、通信部２０－１と、を備える。
　通信部２０－１は、通信部２０－１に供給するサブ電源以外のメイン電源をオフした状
態において、携帯端末２との間の無線通信が可能になったことを検出してメイン電源をオ
ン状態に移行させる。
　撮影制御部５３及び通信制御部５１ａは、電源制御部５２aによってメイン電源がオン
状態に移行された場合に、撮影に関する所定動作を実行する。
　電源制御部５２ｂは、撮影制御部５３及び通信制御部５１ａによって撮影に関する所定
動作が実行された後に、携帯端末２との間の無線通信ができなくなったことを検出した場
合には、メイン電源をオフ状態に移行させる。
　これにより、撮像装置１においては、より消費電力を少なく、かつ、より適切なタイミ
ングで被写体を撮影するように、各部に供給する電源や動作を制御することができる。
【００６９】
　撮影制御部５３は、電源制御部５２ｂによってメイン電源がオン状態に移行された後、
携帯端末２との間の無線通信の電波強度が所定以上になったことを検出した場合に撮影に
関する所定動作を実行する。
　これにより、撮像装置１においては、携帯端末２との間の無線通信の電波強度が所定以
上の近距離でのみ、撮影に関する所定動作を実行することができる。
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【００７０】
　電源制御部５２ｂは、メイン電源をオフした状態において、予め登録した携帯端末２と
の間の無線通信が可能になったことを検出した場合にメイン電源をオン状態に移行させ、
予め登録していない携帯端末２との間の無線通信が可能になったことを検出した場合には
メイン電源をオン状態に移行させない。
　これにより、撮像装置１においては、予め登録した携帯端末２との間の無線通信が可能
になったことを検出した場合にのみ、所定動作を実行可能な状態とすることができる。
【００７１】
　電源制御部５２ｂは、予め登録していない携帯端末２との間の無線通信が可能になった
ことを検出した場合にメイン電源をオン状態に移行させるか否かを予め設定可能である。
　これにより、撮像装置１においては、ユーザ等により任意に登録の有無に対する動作を
設定することが可能になる。
【００７２】
　なお、本発明は、上述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成でき
る範囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
【００７３】
　上述の実施形態では、撮像装置１において撮影や画像送信の判断を行うように構成した
が、携帯端末２や外部装置で行うようにしてもよい。この場合、撮像装置１において通信
強度や未送信画像の情報を、判断を行う装置に送信する。携帯端末２の場合には、携帯端
末２側での通信強度から判断するように構成してもよい。
【００７４】
　また、上述の実施形態では、メイン電源がＯＦＦ状態での制御が必要な通信制御（低レ
ベルの通信制御）や電源制御（メイン電源のＯＮ）を通信部が内蔵する通信制御部と電源
制御部により制御するようにしたが、これらの通信制御部と電源制御部に供給するサブ電
源をメイン電源とは独立してＯＮ／ＯＦＦすることが可能であれば、これらの通信制御部
と電源制御部は通信部に内蔵しなくとも、ＣＰＵに内蔵したり、その他の回路ブロックに
内蔵したりするようにしてもよい。
【００７５】
　また、上述の実施形態では、撮像装置１がＢＬＥ接続におけるペリフェラルとして機能
し、携帯端末２がＢＬＥ接続におけるセントラルとして機能する場合を例として説明した
が、撮像装置１がＢＬＥ接続におけるセントラルとして機能し、携帯端末２がＢＬＥ接続
におけるペリフェラルとして機能する場合に適用してもよい。その場合、通信部２０－１
によるＢＬＥ接続判定処理は、携帯端末２が送信するアドバタイジングパケットに撮像装
置１が応答することで通信接続を開始する。
【００７６】
　また、上述の実施形態では、撮像装置１と携帯端末２との通信接続状態に応じて撮像装
置１のメイン電源のＯＮ／ＯＦＦを制御したが、撮像装置１と携帯端末２との通信接続状
態に応じて携帯端末２のメイン電源のＯＮ／ＯＦＦを制御するようにしてもよい。また、
撮像装置１と携帯端末２との通信接続状態に応じて撮像装置１のメイン電源と携帯端末２
のメイン電源の両方のメイン電源のＯＮ／ＯＦＦを制御するようにしてもよい。
【００７７】
　また、上述の実施形態では、通信接続の有無に応じてメイン電源のＯＮ／ＯＦＦを制御
するようにしたが、無線通信の電波強度に応じてメイン電源のＯＮ／ＯＦＦを制御するよ
うにしてもよい。
【００７８】
　また、上述の実施形態では、無線通信を利用して撮像装置１と携帯端末２との近接を検
出し、この近接の検出によりメイン電源のＯＮ／ＯＦＦを制御するようにしたが、無線通
信以外の光通信などを利用して近接を検出し、メイン電源のＯＮ／ＯＦＦを制御するよう
にしてもよい。また、撮像装置１の撮像部により撮像される携帯端末２の大きさにより撮
像装置１と携帯端末２との近接を検出し、メイン電源のＯＮ／ＯＦＦを制御するようにし
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てもよい。
【００７９】
　また、上述の実施形態では、画像データを携帯端末２や外部装置に送信するように構成
してもよい。携帯端末２に撮影された画像を送信することで、携帯端末２を保持している
者が、自分が撮影された画像を把握することができる。把握の結果、適切でないと判断し
た場合には、画像の記憶や送信を禁止するように構成してもよい。
【００８０】
　また、上述の実施形態では、本発明が適用される撮像装置１は、デジタルカメラを例と
して説明したが、特にこれに限定されない。
　例えば、本発明は、撮影処理機能を有する電子機器一般に適用することができる。具体
的には、例えば、本発明は、ノート型のパーソナルコンピュータ、プリンタ、テレビジョ
ン受像機、ビデオカメラ、携帯型ナビゲーション装置、携帯電話機、スマートフォン、ポ
ータブルゲーム機等に適用可能である。
【００８１】
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるし、ソフトウェア
により実行させることもできる。
　換言すると、図３の機能的構成は例示に過ぎず、特に限定されない。即ち、上述した一
連の処理を全体として実行できる機能が撮像装置１に備えられていれば足り、この機能を
実現するためにどのような機能ブロックを用いるのかは特に図３の例に限定されない。
　また、１つの機能ブロックは、ハードウェア単体で構成してもよいし、ソフトウェア単
体で構成してもよいし、それらの組み合わせで構成してもよい。
　本実施形態における機能的構成は、演算処理を実行するプロセッサによって実現され、
本実施形態に用いることが可能なプロセッサには、シングルプロセッサ、マルチプロセッ
サ及びマルチコアプロセッサ等の各種処理装置単体によって構成されるものの他、これら
各種処理装置と、ＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒ
ａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）やＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ‐Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａ
ｔｅ　Ａｒｒａｙ）等の処理回路とが組み合わせられたものを含む。
【００８２】
　一連の処理をソフトウェアにより実行させる場合には、そのソフトウェアを構成するプ
ログラムが、コンピュータ等にネットワークや記録媒体からインストールされる。
　コンピュータは、専用のハードウェアに組み込まれているコンピュータであってもよい
。また、コンピュータは、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実
行することが可能なコンピュータ、例えば汎用のパーソナルコンピュータであってもよい
。
【００８３】
　このようなプログラムを含む記録媒体は、ユーザにプログラムを提供するために装置本
体とは別に配布される図２のリムーバブルメディア３１により構成されるだけでなく、装
置本体に予め組み込まれた状態でユーザに提供される記録媒体等で構成される。リムーバ
ブルメディア３１は、例えば、磁気ディスク（フロッピディスクを含む）、光ディスク、
又は光磁気ディスク等により構成される。光ディスクは、例えば、ＣＤ－ＲＯＭ（Ｃｏｍ
ｐａｃｔ　Ｄｉｓｋ－Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ），ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ），Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）　Ｄｉｓｃ（ブルーレイ
ディスク）等により構成される。光磁気ディスクは、ＭＤ（Ｍｉｎｉ－Ｄｉｓｋ）等によ
り構成される。また、装置本体に予め組み込まれた状態でユーザに提供される記録媒体は
、例えば、プログラムが記録されている図２のＲＯＭ１２や、図２の記憶部１９に含まれ
るハードディスク等で構成される。
【００８４】
　なお、本明細書において、記録媒体に記録されるプログラムを記述するステップは、そ
の順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されなくと
も、並列的或いは個別に実行される処理をも含むものである。
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　また、本明細書において、システムの用語は、複数の装置や複数の手段などより構成さ
れる全体的な装置を意味するものとする。
【００８５】
　以上、本発明のいくつかの実施形態について説明したが、これらの実施形態は、例示に
過ぎず、本発明の技術的範囲を限定するものではない。本発明はその他の様々な実施形態
を取ることが可能であり、さらに、本発明の要旨を逸脱しない範囲で、省略や置換等種々
の変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、本明細書等に記載された発明
の範囲や要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に
含まれる。
【００８６】
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［付記１］
　端末装置との間で無線通信が可能な撮像装置であって、
　メイン電源をオフした状態において、前記端末装置との間の無線通信が可能になったこ
とを検出してメイン電源をオン状態に移行させる第１の電源制御手段と、
　前記第１の電源制御手段によって前記メイン電源がオン状態に移行された場合に、撮影
に関する所定動作を実行する撮影制御手段と、
　前記撮影制御手段によって前記撮影に関する所定動作が実行された後に、前記端末装置
との間の無線通信ができなくなったことを検出した場合には、前記メイン電源をオフ状態
に移行させる第２の電源制御手段と、
　ことを特徴とする撮像装置。
［付記２］
　前記撮影に関する所定動作は、撮影して撮影画像を記録する撮影動作と、記録された撮
影画像を外部に送信する送信動作を含み、
　前記撮影制御手段は、前記撮影に関する所定動作の初回の実行または前回実行した動作
の内容が送信動作だった場合には、今回の所定動作として撮影動作を実行し、
　前記撮影に関する所定動作の前回実行した動作の内容が撮影動作だった場合には、今回
の所定動作として送信動作を実行する、
　ことを特徴とする付記１に記載の撮像装置。
［付記３］
　前記撮影制御手段は、未送信の画像データがない場合は、今回の撮影に関する所定動作
として撮影動作を実行し、未送信の画像データがある場合は、今回の撮影に関する所定動
作として送信動作を実行する、
　ことを特徴とする付記２に記載の撮像装置。
［付記４］
　前記撮影制御手段は、前記第１の電源制御手段によって前記メイン電源がオン状態に移
行された後、前記端末装置との間の無線通信の電波強度が所定以上になったことを検出し
た場合に撮影に関する所定動作を実行する、
　ことを特徴とする付記１乃至３のいずれか１つに記載の撮像装置。
［付記５］
　前記第１の電源制御手段は、メイン電源をオフした状態において、予め登録した前記端
末装置との間の無線通信が可能になったことを検出した場合にメイン電源をオン状態に移
行させ、予め登録していない前記端末装置との間の無線通信が可能になったことを検出し
た場合にはメイン電源をオン状態に移行させない、
　ことを特徴とする付記１乃至４のいずれか１つに記載の撮像装置。
［付記６］
　前記第１の電源制御手段は、予め登録していない前記端末装置との間の無線通信が可能
になったことを検出した場合にメイン電源をオン状態に移行させるか否かを予め設定可能
である、
　ことを特徴とする付記５に記載の撮像装置。



(15) JP 6809090 B2 2021.1.6

10

20

30

40

50

［付記７］
　付記１乃至６のいずれか１つに記載の撮像装置と、前記端末装置とを含む撮影システム
であって、
　前記端末装置は、被写体とともに移動し、
　前記撮像装置は、前記端末装置と前記撮像装置との近接により、前記端末装置との間の
無線通信が可能になったことを検出して前記撮像装置のメイン電源をオン状態に移行させ
る、
　ことを特徴とする撮影システム。
［付記８］
　前記端末装置は、前記端末装置と前記撮像装置との近接により、前記撮像装置との間の
無線通信が可能になったことを検出して前記端末装置のメイン電源をオン状態に移行させ
る、
　ことを特徴とする付記７に記載の撮影システム。
［付記９］
　被写体とともに移動する端末装置と撮像装置を含む撮影システムであって、
　前記撮像装置は、
　無線通信手段以外のメイン電源をオフした状態において、前記端末装置との距離が所定
以下になったことを検出してメイン電源をオン状態に移行させ、
　前記メイン電源をオン状態に移行させた後に、撮影に関する所定動作を実行し、
　前記撮影に関する所定動作が実行された後に、前記端末装置との距離が所定以上になっ
たことを検出した場合には、前記メイン電源をオフ状態に移行させる、
　ことを特徴とする撮影システム。
［付記１０］
　端末装置との間で無線通信が可能な撮像装置で実行される電源管理方法であって、
　メイン電源をオフした状態において、前記端末装置との間の無線通信が可能になったこ
とを検出してメイン電源をオン状態に移行させる第１の電源制御処理と、
　前記第１の電源制御処理によって前記メイン電源がオン状態に移行された場合に、撮影
に関する所定動作を実行する撮影制御処理と、
　前記撮影制御処理によって前記撮影に関する所定動作が実行された後に、前記端末装置
との間の無線通信ができなくなったことを検出した場合には、前記メイン電源をオフ状態
に移行させる第２の電源制御処理と、
　を含むことを特徴とする電源管理方法。
［付記１１］
　端末装置との間で無線通信が可能な撮像装置を制御するコンピュータに、
　メイン電源をオフした状態において、前記端末装置との間の無線通信が可能になったこ
とを検出してメイン電源をオン状態に移行させる第１の電源制御機能と、
　前記第１の電源制御機能によって前記メイン電源がオン状態に移行された場合に、撮影
に関する所定動作を実行する撮影制御機能と、
　前記撮影制御機能によって前記撮影に関する所定動作が実行された後に、前記端末装置
との間の無線通信ができなくなったことを検出した場合には、前記メイン電源をオフ状態
に移行させる第２の電源制御機能と、
　を実現させることを特徴とするプログラム。
【符号の説明】
【００８７】
　１・・・撮像装置，２・・・携帯端末，１１・・・ＣＰＵ，１２・・・ＲＯＭ，１３・
・・ＲＡＭ，１４・・・バス，１５・・・入出力インターフェース，１６・・・撮像部，
１７・・・入力部，１８・・・出力部，１９・・・記憶部，２０・・・通信部，２１・・
・ドライブ，２２・・・電源部，３１・・・リムーバブルメディア，５１・・・通信制御
部，５２・・・電源制御部，５３・・・撮影制御部，７１・・・画像記憶部，Ｓ・・・撮
影システム



(16) JP 6809090 B2 2021.1.6

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(17) JP 6809090 B2 2021.1.6

【図５】

【図６】



(18) JP 6809090 B2 2021.1.6

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０１４－２２５８３１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１６－１５８１０９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１３－１９７８６５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１４－０５００９２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　　　５／２２２－５／２５７　　　
              Ｇ０３Ｂ　　１７／００　　　　
              Ｇ０３Ｂ　　１７／０２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

